
 

 
 
 
 
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
宮
司
プ
レ
ス
の
発
行
を
始

め
て
丸
二
年
が
た
ち
ま
し
た
。 
や
は
り
今
の
社
会

情
勢
の
中
で
、「
三
コ
ミ
」（
く
ち
コ
ミ
、
ミ
ニ
コ
ミ
、

マ
ス
コ
ミ
）
に
よ
っ
て
情
報
を
発
信
し
て
い
く
必
要

性
を
感
じ
取
り
組
ん
だ
の
で
し
た
。 

 

ち
な
み
に
、「
プ
レ
ス
」
と
は
、
英
語
で
印
刷
・

出
版
・
新
聞
と
い
う
意
味
で
す
し
、
ま
た
、
場
所
は

英
語
で
プ
レ
イ
ス
と
い
い
ま
す
が
、
宮
司
の
居
場
所

や
素
晴
ら
し
い
場
所
「
ま
ほ
ろ
ば
」
に
も
通
じ
る
思

い
で
「
宮
司
プ
レ
ス
」
と
名
付
け
ま
し
た
。 
 

◇
六
月
は
水
無
月
で
す
。 

 

別
名
水
無
月
と
い
い
ま
す
。 

水
が
無
い
か
ら
水 

無
月
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

無
は
、「
な
」
で
、

古
語
の
連
用
形
で
す
か
ら
、
現
在
は
「
の
」
に
当
た

る
こ
と
ば
で
す
。 

で
す
か
ら
、
水
の
月
と
い
う
意

味
で
す
。 

 

ま
た
、
田
植
え
の
行
事
が
無
事
に
す
み
「
皆
仕
尽

（
み
な
し
つ
く
）
し
た
」「
み
な
し
つ
く
し
づ
き
」

か
ら
転
じ
て
水
無
月
に
な
っ
た
な
ど
諸
説
あ
り
ま

す
。 

◇ 

父
で
あ
る
先
代
典
行
宮
司
が
、
行
く
水
の
再
び 

◇  

◇  

◇  

◇  

◇  
 

還
ら
ぬ
如
く
、
命
が
む
な
し
く
な
っ
た
の
は
三
年
前

の
六
月
二
十
日
の
こ
と
で
し
た
。 

 

水
は
、
穏
や
か
に
船
を
運
ぶ
事
が
出
来
ま
す
が
、

嵐
を
呼
び
ひ
っ
く
り
返
す
事
も
可
能
だ
し
、
水
が
な

く
な
る
と
座
礁
し
ま
す
。 

や
は
り
、
今
こ
う
し
て

御
奉
仕
が
で
き
る
の
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
お
か
げ

で
あ
り
、
船
の
心
で
あ
る
感
謝
の
心
、
水
の
心
と
も

い
う
べ
き
謙
虚
な
心
を
忘
れ
ず
に
、「
神
様
の
宿
る

心
」、
そ
の
清
ら
か
な
気
持
を
い
つ
も
た
く
さ
ん
そ

そ
い
で
生
活
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

◇ 

渠
（
き
ょ
）
成
（
な
）
り
て
水
到
（
み
ず
い
た
） 

る
、
こ
れ
は
中
国
の
故
事
（
こ
じ
）
で
す
。 

 

渠
と
は
大
き
な
溝
の
事
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
故

事
の
意
味
は
、
昔
大
き
な
溝
を
作
っ
た
け
れ
ど
も
な

か
な
か
水
が
流
れ
て
こ
な
い
、
あ
る
日
大
雨
が
降
っ

た
ら
、
乾
い
た
田
を
美
田
（
び
で
ん
）
に
か
え
る
よ

う
な
、
滔
々
（
と
う
と
う
）
と
し
た
清
ら
か
な
水
の

流
れ
が
出
来
た
と
い
う
事
で
す
。 

こ
の
清
ら
か
な
水
の
流
れ
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

や
は
り
、
大
自
然
の
恵
に
感
謝
を
し
、
神
を
敬
い
祖

先
を
尊
ぶ
心
を
忘
れ
ず
に
生
活
を
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。 

◇ 

今
、
世
界
の
世
論
の
中
心
は
「
人
権
」
と
「
環 

境
」
で
す
。 

 

中
国
の
チ
ベ
ッ
ト
の
問
題
や
世
界
各
地
で
民
族

間
の
紛
争
が
耐
え
ま
せ
ん
。 

 
 

地
球
環
境
も
、
温
暖
化
の
問
題
や
異
常
気
象
等
、

進
み
す
ぎ
た
文
明
が
、
大
自
然
の
正
し
い
循
環
を
邪

魔
を
し
て
、
阻
害
す
る
事
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

宿
命
的
な
危
機
や
複
合
的
な
危
機
に
直
面
し
て
い

ま
す
。 

「
ポ
イ
ン
ト 

オ
ブ 

ノ
ー 

リ
タ
ー
ン
」

が
迫
っ
て
い
ま
す
。 

環
境
の
問
題
に
限
っ
て
は
、

も
う
後
に
は
戻
れ
な
い
の
で
す
ね
。 

全
世
界
の
人

類
の
英
知
を
結
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で

す
。 

◇
大
自
然
の
恵
に
感
謝
し
、
神
様
や
祖
先
を
尊
び
、

そ
し
て
今
を
生
か
さ
れ
て
生
き
て
い
る
事
に
お
か

げ
さ
ま
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
、
自
然
と
共
に
神

様
祖
先
と
共
に
そ
し
て
家
族
や
地
域
の
人
々
と
共

に
生
き
て
い
く
の
が
神
社
神
道
で
あ
り
ま
す
。 

「
神
社
」
の
「
社
」
は
、
森
の
事
で
あ
り
ま
し
て

境
内
の
緑
の
維
持
、
植
林
、
植
木
の
手
入
れ
等
、
森

厳
な
る
「
社
」
に
な
る
よ
う
努
力
を
傾
け
た
い
所
存

で
す
。 

露
流
れ
る
朝
心
地
よ
く
、
早
苗
が
さ
わ
や

か
に
風
に
揺
ら
ぐ
こ
の
季
節
に
私
は
、
父
か
ら
受
け

継
い
だ
第
二
十
一
代
宮
司
と
し
て
重
み
を
感
じ
な

が
ら
も
謙
虚
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
護
持
運
営
に

鋭
意
努
力
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

宮
司
プ
レ
ス 

第
二
十
五
号

 

彦
島
八
幡
宮 

宮
司
ニ
ュ
ー
ス 

 

発
行
者 

彦
島
八
幡
宮 

 
 
 
 
 
 

宮
司 

柴
田 

宜
夫 

 

発 

行 

平
成
二
十
年
六
月
十
三
日 



 

 
 
 
 
 

◇
五
月
の
祭
典
行
事
の
報
告 
▼
塩
釜
神
社
例
祭 

＊
五
月
六
日 

 
 

 
 

 

 

▼
早
起
会
総
会 

＊
五
月
十
一
日 

 
 
 
 
 

 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
例
祭 

 

＊
五
月
十
七
日
～
十
八
日 

 
 
 
 

 

 
 

 

▼
責
任
役
員
常
任
総
代
会
開
催 

＊
五
月
二
十
四
日 

▼
敬
神
婦
人
会
総
会 

＊
五
月
二
十
五
日 

▼
奉
賛
会
役
員
会
開
催 

＊
五
月
二
十
九
日 

▼
境
内
の
ツ
ツ
ジ
も
満
開
で
し
た 

 
 
 

 

◇
六
月
の
祭
典
行
事
予
定 

 

▼
海
士
郷
恵
比
須
神
社
例
祭 
＊
六
月
十
日 

▼
貴
布
禰
稲
荷
神
社
例
祭 

＊
五
月
十
四
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
五
月
二
十
一
日 

 
 

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
、
午
前
六
時
半
よ

り
祈
願
祭
、
宮
司
講
話
、
お
粥
を
食
べ
ま
す 

 

▼
大
祓
式 

＊
六
月
三
十
日 

◇
六
月
の
宮
司
の
予
定 
 

▼
神
職
大
会
に
参
加 

 

＊
六
月
五
日
、
山
口
市
へ
出
張 

▼
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
三
役
会
出
席 

 

＊
六
月
五
日 

▼
当
宮
維
蘇
志
会
六
月
例
会
出
席 

 

＊
六
月
六
日 

※
境
内
の
草
刈
作
業
の
後
に

例
会
行
事 

▼
山
口
県
敬
神
婦
人
連
合
会
総
会
に
当
宮
敬
神

婦
人
会
役
員
と
参
加 

 

＊
六
月
九
日
、
山
口
市
へ
出
張 

▼
山
口
県
神
社
庁
協
議
員
会
に
出
席 

 

＊
六
月
十
三
日
、
山
口
市
へ
出
張 

▼
直
階
講
習
会
講
師
打
合
せ
、
祭
式
研
修
会
に
参
加 

＊
六
月
二
十
日 

▼
当
宮
に
て
開
催
の
リ
バ
ー
ス
彦
島
の
六
月
例
会

に
て
講
話 

＊
六
月
二
十
日 

▼
中
国
地
区
の
氏
子
青
年
会
研
修
会
に
当
宮
維
蘇

志
会
役
員
と
参
加 

＊
六
月
二
十
一
日
～
二
十

二
日
、
出
雲
方
面 

▼
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
企
画
委
員
会
に
出
席 

 

＊
六
月
二
十
四
日 

▼
玄
洋
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
常
任
委
員
会
に
出
席 

 

＊
六
月
二
十
五
日 

▼
当
宮
奉
賛
会
総
会
出
席 

＊
六
月
二
十
九
日 

▼
萩
市
阿
北
総
代
会
に
て
講
演 

 

＊
六
月
二
十
九
日 


